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【中高 大 連 携 の 重 要 性 に つ い て 】

　　　　　　　　　　　　　　 提 案 者 　長 　勝 彦 （東 京 都 墨 田 区 立 両 国 中 学 校 ）
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　　　　こ の 時 を 契 機 に 週 あ た り 4 時 間 か ら 5 時 閻、　6 時 間、　7 時 間、　8 時 間 と　 で は、
　 な っ た。　 　 　 　 　こ の 結 果、　 　 　 　 　 　 　 　 　 今 日、　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 公 立 中 学 校 は ど の よ う に な っ た か。
　 資 料 1　（逗 子 開 成 中 学 校 の 英 語 授 業 時 数 ）
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・平 成 7 年 度 授 業 配 当 畴 数 検 討 資 料
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  職 貝 会議 資 料 （平 成 7 年 3 月 ） ・ ・平 成 7 年 度 届 出 授 業 時 数
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　 資 料 3

　　  　 あ な た の 現 在 の 指 導 法 に 最 も 影響 を 与 え て い る もの は 何 で す か。
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こ の 数 年 間 で 変 わ り ま し た か 。あ な た の 指 導 方 法 は、 

L 非 常 に変 わ っ た 　2．少 し変わ っ た

3．ほ とん と変わ らな い 　4，全 く憂 わ らな い

5・そ の 他 （　 　 　 　 〉

　 20

　　jo

　 　40

5匸職 じ

以 前 と 比 ぺ て ど の よ う に 変 わ り ま し た か。 
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　　　 1，［1earlng！ Speaking の 鐐署をみ や した

　　　 2，Conmunicatiepを重視 した練野をふや した

　　　 3，観 囎 覚機踞 を利用 し始めた

　　　 4，六意把鬼の 練習をふ や した

　　　 5，文 化的背景の解 説をふ や した

　　　 6，その 他 （　　　　　 ）

嬲

自分 が よ い と 思 う 指 導 法 を 授 業 に 組 み 入 れ て 使 え ま す か 。 

1．使 える

2．生 捷の 学留 窟欲が 低 くて使 えな い

3．1クラ スの 生徒数 が多くて使え ない

q．週 3 時圃 で 浸業数 が少 ない の でtEえt： い

5・擬鵠、股備．環境 などが不確の ため使え ない

6．その 他 （　　　　　 ）
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